
福岡ヤフオクドーム野球観戦ツアー 

山口支部 宮野から仁保を激走 

反核平和の火リレー 

カンパ報告 

〇カンパ人数 237 人 

〇カンパ金額 24,308円 

取組みにご協力にいただきありがとうございました。 

反核平和の火リレ

ー 

 

福利厚生事業 

 

台風11号が四国と近畿地方に上陸し、山口～福岡地方は小雨が一日中降り続く

あいにくの天気の中、山口支部では恒例行事となっているプロ野球・ソフトバン

ク対日本ハムの観戦ツアーを8月10日（日）に実施した。 

 

総勢 95名の参加者はバス 3台で福岡に向かい、ヒルトンホテル

での昼食ビュッフェ後、ヤフオクドームでソフトバンク・帆足、

日本ハム・大谷両先発の試合を観戦した。帆足と大谷は本来のピッチングができず、序盤から点の取り合

いとなるシーソーゲームとなったが、3対 3の同点で迎えた 5回ウラ、ソフトバンクは 2死 1、2塁のチャ

ンスをつかみ、細川に代打・松中を起用し、見事レフト線を破るタイムリー2 塁打で勝ち越しに成功。そ

の後、李大浩のタイムリーと鶴岡のスクイズが決まり、ソフトバンクがその後の日本ハムの反撃を 1点に

抑え勝利し、今季最大の 8連勝を飾った反面、日本ハムは泥沼の 7連敗となった。二刀流・大谷が今季最

悪のピッチングを見せてしまい、打率 1割台のかつての三冠王・松中の決

勝タイムリーと、チーム状況が如実に表れた試合となった。 

往路に参加者全員に試合スコアを予想するクイズを出題し、見事ピタリ

賞を当てた二人に賞品をプレゼントした。そのうちの一人、河野さん（県

税）の次女莉子さん(10 歳)は、「プロ野球を生で観られて感動した。当

たるとは思ってなかったので嬉しい！」と喜びの声をあげた。普段は仕事

に追われる組合員も、家族と夏休みの楽しい 1日が過ごせた。 

 

 

 

 

 

今年、第29回を数える反核平和の火リレーが7月28日から8月７日に

かけて実施され、県下全市町約700㎞を走破した。 

 

山口支部からは新規組合員 3 人を含む 16 人が参加し、「核兵器のない・戦争のない平和な社会」を継

承していくためにも、原爆の被害にあわれた被爆者の思いを胸に「平和の火」に思いを込めリレーを繋い

だ。二度と戦争を起こしてはならない、平和な世の中を後世にも伝えていかないといけないと再確認した 

一日となった。 
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